
 

 

 

 

 

 

 

☺集団だから学べること☺  

口数が極端に少なくて静かな人っていますよね。最初に話し

かけるには勇気がいります。もし、話しかけて無視されたらい

やだなあ、おしゃべりが好きそうな人に話しかける方がいいな

あ、と思ってしまいます。 

生徒達を見渡すと、います。静かな人が。 

でも１～２年間も一緒にいると、生徒達はお互いあまりおし

ゃべりしない仲でもどんな人か、なんとなく分かるようになっ

てきます。話しかけたら、この人は無視したりしないで、きち

んと答えてくれるという信頼感も感じられます。 

 

もうずいぶん前に卒業した先輩達のお話です。 

Ａ君,Ｂ君は口も達者で元気者。普段はとても仲良しです。 

Ｃ君,Ｄ君はそれぞれ静かですが,周囲から信頼感があります。 

  

そうそう、Ａ君とＣ君は数学が得意でした。 

 

さて、３年生の数学の授業、ちょっと難しい問題の後、 

「Ａ君もＣ君も、もう問題終わったんやね。まだの人、教え

てもらい～。席移ってもいいですよ。今ならＡ君とＣ君が先生

になってくれるよ～。Ａ先生、Ｃ先生よろしく。」 

と声を掛けると、Ｂ君がＡ君に教えてもらい始めました。 

 

Ａ君は得意気にドヤ顔をしながら、言いたい放題です。 

「だから、ここはこうなるやろー。」 

休み時間なら同じ調子で言い返すＢ君ですが、顔はムスッと

しながらも、今回は教えてもらっているからか黙って聞いてい

ました。すると、Ａ君はもっと調子に乗り始めます。 

「えー！こんなん簡単やん。」 

 

……止めに入ろうとした先生より一瞬早く、Ｂ君は 

「あ、じゃ次は、Ｃ先生に教えてもらおーっと。」 

と、ガタガタッと席を移動したのです。 

 

 

あ然としたのはＡ君です。いつもの調子（のつもり）で教え

てあげていたのに、Ｂ君に拒否されたのですから。 

 

Ｂ君にしてみれば、当然、ボロカスに言われながら苦手な数

学をＡ君に教えてもらうより、いつもはあまり話をしないけれ

ども、穏やかで親切なＣ君に教えてもらいたいでしょう。 

 

Ｃ君にしてみれば、話すことは得意ではないけれども「Ｃ先

生教えてー。」と来るＢ君に精一杯分かりやすく教えてあげよう

とがんばるでしょう。急に頼りにされて、ちょっと嬉しそうな

表情をしています。 

 

Ａ君は、しばらくＢ君とＣ君のやりとりを聞いていました。 

 

いつも仲良しのＢ君が、なぜ自分を拒んで普段接点のないＣ

君の方へ行ってしまったのか、じっと考えているようでした。 

 

……しかし元気者のＡ君、こんなことでくじけたりしません。 

周囲をぐるーっと見渡して、同じく信頼感のあるＤ君に近寄っ

ていき「なぁなぁ、この問題はなあー。」と話し始めました。 

 

 Ｄ君に対して、普段使い慣れない“親切で優しい言葉”で精

一杯、丁寧に説明を始めます。ここから二度と「こんなん簡単

やん。」なんて言いませんでした。 

 

さて、ここで問題です。 

この数学の時間で、一番 

成長したのは 

誰だと思いますか？ 

 

 

 

 

学校、というと先生達大人から学ぶことの価値の高さだけを

過大評価する面がありますが、今回のように生徒同士の集団の

学び合いの影響はとても大きいものです。 

 

Ａ君は、先生が「もっと優しく教えてあげなさい。」と止めに

入るのが一瞬早くても、きっと態度を改めたでしょう。しかし、

教えることを“めんどくさい”と思ってあきらめてしまったか

もしれません。 

友達に拒まれたからこそ、“Ｃ君のように上手に教えてあげた

い”というモチベーションが生まれたのでしょう。 

Ａ君にとっては、相手の気持ちを考えながらの究極のソーシ

ャルスキルトレーニングになりました。お手本はＣ君です。Ｃ

君はＢ君のみならず、Ａ君のよい先生になってくれました。 

 

“安定した集団”の中での学び合い 

さて、同じようなことが１年生の始めの頃にあったら、

こんなに上手くいっていたでしょうか？ 

Ｂ君はＡ君と仲良しとしても、Ｃ君にまだ信頼感を感じ

ることができなかったら、急に「教えて！」とは言えませ

んよね。 

Ｂ君の態度に傷付いたＡ君（原因は自分にあるのですが）

は、ぐるーっと周囲を見渡して、自分を受け入れてくれる

人としてＤ君を選ぶことができたのも、２年ほどの月日が

あったからです。 

知らない人同士を集めた“ただの集り”から出発しても、

同じ授業や行事を通してお互い認め合い“安定した集団”

として学び合っていくと、社会性はぐっと成長します。 

 

今、学習塾も“個別”が流行っています。教科的な学力

を付けるという意味では、効率的かもしれません。 

でも、学校は違います。 

大人だけとの個別学習では、将来社会で集団として生き

ていく生徒達に充分とはいえません。 

 

普段あまり表情を変えないＣ君の笑顔と、再び教えること

にチャレンジしたＡ君の真剣な顔を覚えています。 

あの時あの成長の場に居合わせて一番幸せだったのは、き

っと担当の私だと思います。 
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